地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所
平成２４事業年度業務実績に関する評価結果の概要

大阪府地方独立行政法人
大阪府立産業技術総合研究所評価委員会
（事務局：大阪府財務部行政改革課）
　地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所の各事業年度の業務実績については、地方独立行政法人法に基づき、大阪府地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所評価委員会による評価を受けることとなっており、成2５年8月22日に開催された平成２５年第３回評価委員会において、平成2４事業年度の業務実績の評価結果が決定されました。

	住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	企業ニーズに的確に応えた手続が簡便で迅速に対応できる新たなサービスとして簡易受託研究の創設、現地相談として企業に出かける機会を増やして顧客との信頼関係を築き、顧客拡大につなげた。
また、利用者から要望のあった開放機器利用時間延長サービスについて関西圏の公設試では初の試みとして実施する体制を整えるなど、サービス向上に取り組み中期計画を着実に進捗していることが認められた。


	業務運営の改善及び効率化
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	経営企画室を設置し、経営会議・業務運営会議等の法人運営の重要会議を運営して自主的・自律的な組織マネジメントを進めた。
技術支援部門では、「科」を設置して組織をフラット化しプロジェクト研究等に研究科横断で取り組むなど組織運営体制の強化しており、計画どおり進捗していると認められた。

	財務内容の改善
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	自己収入増加に向けた各種の取組、外部資金獲得のためのサポート体制を整備するなどして、前年度に比べ約1億1,300万円の収入増。

支出面では予算の効率的・効果的執行などを行い、約2億7,800万円の純利益を計上し、財務内容の改善を着実に進める取組みも見られ、計画どおり進捗していると認められた。

	その他業務運営に関する重要事項
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	空き実験室の再配置、活用されていなかった食堂の営業再開など、既存施設の有効活用と併せて顧客の利便性を向上させた。
また、安全衛生委員会を設置し所内の良好かつ安全な利用環境の確保に努めるとともに、コンプライアンスの徹底として法人独自で倫理行動規範や禁止行為等を盛り込んだ倫理規定を制定する取組みが行われ、計画どおり進捗していると認められた


○　評価区分　
Ｓ：特筆すべき進捗状況　　Ａ：計画どおり　　Ｂ：おおむね計画どおり
　Ｃ：やや遅れている　　　　Ｄ：重大な改善事項あり
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全体評価　「全体として年度計画及び中期計画のとおりに進捗している」





○　企業の課題を把握・支援、質の高い新たなサービスの充実、組織運営体制強化、財務内容の改善等、を着実に取組み、４つの大項目全てにおいて、Ａ評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であることを判断した。


○委員会コメント


「地方独立行政法人化初年度は、顧客の視点に立ち、手続きが簡便で迅速に対応できる「簡易受託研究」の創設や、現地相談など出かける活動を推進するなど、理事長のリーダーシップのもと、法人化のメリットを最大限に活かして取り組んでおり、今後ともこれらの取組を更に充実させるとともに、企業ニーズの的確な把握と、それらへの対応に努め、大阪の産業の発展に寄与することを期待する。」
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